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Abstract

　The　effects　ofprolonged 　night 　chilling　and 　short 　day　Lreatment 　with 「ertilization 　on 　the　grow 血 ofterminal 　innorescence　and

differentiation　ofprjmary 　axillary 　jnflorescence　werc 　studicd 　in　strawberry 　plants　that　already 　differentiated　lerminal　infiores−

cence 　in　early　August，　Eight　to　ten　days　interruption　ofthe 　treatmenし after 　the　initial　d辻食 rentiation 　of 　terminal 　infユorescence

increased　tbe　number 　of　fiewers　in　the　terminal　clusteL 　Supplcmcntal　application 　of 　fertilizers　during　interrupti〔〕n 　and 　pro−

longed面ght　chiUing 　and 　short 　day　trcatmcnt　accelerated 　the　differentiation　of 　primary　axillary 　innorescellcc．　Transplanting
strawberry 　plants　t  aproductive 　field　in　early　Septelnber　af モor 　prolollged　night 　chilhng 　and 　short 　day 亡reaUnent 　jt　niade 　pessi−

ble　to　harvest　fruits　oftenninal 　inflorescence　frorn　early 　October　enward 　and 　fruits　o
’f　the　primary　axillary 　inflorcscence　contin −

uously ．　Theref〜）re，　early 　yieldofstrawbcrry丘uits　increased．

Key 　Words ； acceleration 　of 　flower 　ditrerentiation，　supplement 　application 　of 　fertilizers
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　　　　　　　　　　 緒　　言

　イ チ ゴ の 促 成栽 培 で は，夜 冷短 日 育苗 な どの 花芽分化促

進技術 の 開発普及 に よ り，収穫 開始 時 期 の 大 幅 な前 進 化 が

図 ら れ，ll月 上 中 旬か ら の 安 定 し た 連 続収 穫 が 可 能 に な っ

て い る （植木 ら，1993）．し か し，イ チ ゴ の 市 場価 格 は ，早

期出荷す る ほ ど高単価 で あ る こ とか ら，収 穫開始時期 を 現

在 の U 月上 中 旬か らさ らに 前 進 させ ，年内収 量 お よ び 総収

量 の 向上 を ・丁能 とす る早 期 出荷技術 の 開発が 強 く求め られ

て い る．

　現 在 の 促成 栽培 に お け る花芽分化促進処理 は，頂花房 の

花 成 促進 の み を 目的 に 行わ れ て い る た め，一
次側花房以降

の 花 芽 分化 は 本 圃定 植 後の 自然 条件 下 で 進行す る こ と に な
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る．従 っ て 頂 花房収穫始期の 極端な前進化は ，頂花房果実

と
一

次側花房 果実の 間 に 収穫 の 中休み 期間を 生 ず る た め，

年内収量 の 向 ltに 結 び つ か ず，経営的 な メ リ ッ トは 少 ない

（堀 田，1987 ；斉藤，1970 ；植木 ら，1993；植松．1998），

　 そ こ で 著 者 らは ，夜 冷短 日処 理 （以 下 ．夜冷処 埋 」）に よ

り頂 花 房 を花芽分 化 さ せ た 苗を 8 月中旬 に 本 圃 に 定 植 し，

本 圃 に お い て 冉 度夜冷処 理 を 行 う こ とで
一次 側花房 の 花 芽

分 化促進 を 図 り，10刀上 中匂か ら頂花房 の 収穫を 開始 し，

さ らに
一

次側花房 を連続的 に 収穫す る技術 （以 下 「本 圃短

囗 ウ オ
ー

タ
ー

夜冷処埋 」）を 開発 し た （家中 ・稲葉，2005）．

し か し，こ の 方法 は 本圃で 夜冷処 理 を 行 うた め の 水 冷設 備

〔ウ オ
ー

タ
ー

カ
ー

テ ン ）を 必 要 とす る．さ らに
一

次 側花 房 の

花成促進 の た め ，8月中旬か ら 9 月 中 旬 まで の 約 1か 月 間，

短 日処 理 と し て ハウ ス 全体を 覆 う遮光 資材 の 開 閉作業 を毎

日行 な わ ね ば な ら ず，労 働 負担 が 大 きい ．また，連 棟 ハ ウ

ス で は 構造上，完 全 密閉 に よ る遮 光処 埋 が 難 し い とい っ た

問題点 を抱 え て い る．

　 そ こ で，本 研究 で は，本 圃 短 日ウ オ ータ ー夜 冷処 埋 に 比

べ て よ り省 力低 コ ス ト で ，単 棟 ハ ウ ス ，連 棟 ハ ウ ス の い ず
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れ に も対応可 能 な汎用性 の 高い
一次 側花房 の 花芽分化促進

処 理 と し て，夜冷育苗装置 （以 下 「夜冷庫 1＞を 利用 し て 頂

花房 だ け で な ぐ
・
次側花房ま で 花芽分化 さ せ る 夜冷 処 理 力

法 を検討 した．しか し，本方法 は 頂花房が 花芽分化 した 苗

に 対 して 夜冷処理 を継続 し，一
次側花房 の 花芽分化 を 促進

し よ う とす る もの tcの で，す で に 分化 し て い る頂花房 の 発

育に 刈 し て 夜冷処理 グ）低温短 口条件が 抑制的 に 作用す る こ

とが懸念 さ れ る．芳賀ら （1996 ）は ，周年穫 り作型 の 開発

に あた 一
っ て，夏季 の 花成 促進 の た め の 短 日処 理 が 着花 数 を

減少 さ せ ，開花時期 の 遅 れ を 招 くこ と を 報告 して い る．ま

た ，本圃短 日 ウ オ ーター夜冷 処理 に お い て も頂花房着花数

が 著 し く減少 し，そ の こ と が 初期収 量低下 の 要因 と して 指

摘 され て い る （家中 。稲葉 ， 2005）．

　以 上 の 点を ふ ま え，頂 花房 分 化後
一

時的 に 夜 冷 処 理 を 中

断 して 分 化 した 頂 花房 の 発 育 促進 を 図 る こ とに よ り，収 穫

開始時期を前進化 させ る と と もに 十 分 な頂 花 房着花 数 を確

保 し，同 時に ，安定的に
一

次側花房 の 花成促進 を 図 る こ と

が で き るか 否 か を 明 らか に す る こ とを 目的 に 本 緋 究 を実 施

し た．ま た ，追肥 技 抽 と組み 合 わ せ る こ とに よ る ］O 月 ど り

作型 の 可 能性 に つ い て も検 討 した．

　 なお，本 論 文中 に お い て は，主 茎 の 葉腋 か ら成 長 す る 第
一

次 側枝 の 先端 に 分 化 す る花 房 を，一次 側 花房 （
一次 腋花

房 と同義） と よぶ こ とに した．

材料お よび方法

実験 1．夜冷処理中断の 有無 と定植前の 追肥 打ち 切 り時期

　　　　の 影響

　品種 は
‘
と ち お と め

’
を 供 試 した．2005 年 6 月 8 日に 本

葉 2 〜3 枚 の ラ ン ナ ー苗 を 採苗 し，［0，5cm ポ リポ ッ ト に 植

え 付け．活着後 に 錠剤型肥 料 （N ； P20s ：K20 − 7 ： 8 ：6） を

株当た り窒素成分 で 140　mg 施用 した．処 埋 は ，頂 花 房 花

芽分化後
．・

次側花房 の 花芽分化 ま で 連続 して 夜 冷 処 埋 を

行 う区 （中断 日 数 0 口 ） お よ び 8 トi問の 中断期間後 に 夜冷

処 理 を 再開す る 区に ，追肥打 ち 切 り時期 を本圃定植予 定 日

の 5 日前 お よび 15n
’
Ofjとす る 2処理 を組 み 合 わ せ た 計 4 処

理 を 設 げ た．頂 花房 の 花成 促 進 を 目 的 と した 第 1 回 目の 夜

冷 処 理 （8時 間 日長，庫内温度 10°C 一
定）は 7月 6 日 か ら

8 月 4 口 まで 行 っ た ，　
一
次 側花房 の 花成促進 を 目 的 と し た

第 2 回 日の 夜 冷 処 理 は，8 月 4 日 ま た は 8 日 間の 処 理 巾断

後 の 8 月 12 日 か ら開始 し，そ れ ぞ湘、9 月 5H ま で 処 理 を

継 続 した．頂花房 の 花芽分化確 認後，8 刀 7H か ら液 肥

〔N ：P205；K20 ＝5 ：6 ：4）に よ る 追肥 を開始 した ．追肥 は 2

日お きに 行 い ，1回 の 追肥 量 は 洙当た り搴 素成分で 5mg と

し，か ん 水 を 兼 ね て 施 用 した．定植 15 日 前 に 追 肥 を 打ち

切 っ た 区 の 株当た り窒 素追 肥 量 は 20mg （追 肥 回 数 4 回 ），
5 日 前に 追肥 を ｝」ち 切 っ た 区は 451ng （追肥 回 数 9 回 ） で

あ っ た．9 月 5 日 に 夜冷処 理 を 終 ∫ し，直 ち に 本 圃 （栃 木

農試開発の イ チ ゴ 閉鎖型養液栽培 シ ス テ ム ） に 定 植 した．

以 下，処 理 区 の 表示 に つ い て は ，夜冷処 理 中断 日数 ・追肥

打ち 切 り時期 の 順 に
一
中断 0 口 ・5 日 前追 肥 打 ち 切 り一の

よ う に 記載す る．対照 区 は 2005年 6 月 25 「［に 本 葉 2 〜3

枚の ラ ン ナ ー苗を 採苗 し，10．5cm ポ リ ポ ッ トに 植 え 付け，

活着後 に 前述 の 錠剤型 肥 料 を株当た り窒素成分で 140mg

施 用 した．8 月 5H か ら 9 月 5H ま で 夜冷処 理 （8 時問 日

長，庫内温度 10PC 一
定）を 行 い，頂花，biの 花芽分化 （二

分期〕 を確認 して 9 月 5 口に 本圃 に 定植 した，定植時 に 各

処理 区か ら 5 株 を サ ン プ リン グ し菌質 を調査 した 後，実体

顕 微 鏡 を 用 い て 剥 皮 法 に よ り頂 花 房 と
一

次 側 花 房 の 花 芽 の

発 育 状 況 を 観 察 した ．葉色 は 葉 緑 素 計 （ミ ノ ル タ ，SPAD −

502 ）を 用 い て，完 全 展 開第 3 葉の 三 つ の 小 葉 の うち の 中 央

小葉を測 定 し SPAD 値 で 表 した．本 圃 定 植後の 栽 培管理 は

栃木農 試 の 養液栽培 の 慣行 （栃木県農 業試験場 2002〕で

行 っ た，育 苗 培地 お よび 本 圃培地 は 杉 皮 粉砕培地 を用 い た ，

本 圃 に お け る 生 育 お よ び収 量 の 調 査 は 1区 10株 の 3区制で

行 っ た ．10月 中 に
一次 側 花房 が 開花 し た 株 は 夜冷処 理 に

よ っ て
・
次 側 花 房 の 花芽 分 化 が 促 進 さ れ た も の と み な し

て，供 試 個 休 中 10月 に
・
次 側 花 房 が 開 花 し た 個 体の 割合を

計 算 し，一次 側 花 房 夜 冷 処 理 有 効 株率 と し た ．収量 は 7g

以．ヒを 口∫販 果 と し て 2005年 12月末 日 ま で 調査 し た．

実験 2．夜冷処理中断期間の 長 さ，中断期間中の 追肥 お よ

　　　　 び 第 2 回目の 夜冷処理期間中 の 追肥の 影響

　 品種は 乏 ち お とめ
’

を供試 した．2004 年 6 月 8 日に 本

葉 2 〜3 枚の ラ ン ナ
ー一

苗を採苗 し，10．5cm ポ リポ ッ ト に 植

え 付 li 活 着後 に 錠 剤型 肥 料 （N ：1）20s ：K20 　
＝一
　7 ；8 ；6） を

株 当 た り窒 素成 分 で 14〔）mg 施 用 し た ．処理 は 第 1 回 目の 夜

冷 処 埋 と第 2 回 目の 処 理 の 間 の 処 理 中 断期間を 5 日 ま た は

to 口 に 変 え，こ れ と処 理 中 断 期 間 中 の 追肥 の 有無 お よ び 第

2 回 目の 夜冷処 理 期間中の 追肥 の 有無を組み 合わ せ た 8処

理 区お よ び通常 の 夜冷育苗 に よ る 11）J巳中旬 ど り作型 を擬

し た 対照区 を 設 げた ．頂花房 の 花成促進 を 目的 と した 第 1

回 目の 夜冷処 理 　〔8H寺間 目長，庫内夛且度 10DC一定）　1よ 7 月

6H か ら S 月 4 日 まで 行 っ た ．一
次側花房 の 花成促進を 目

的 と し た 第 2 回 目の 夜 冷 処 理 は，中 断 5 目 目 の 8 月 9 日 お

よ び 10 口 日の 8月 14 日か ら開 始 し た ，こ れ ら 4 区 と も追

肥 区 は ，頂 花 房 の 花 芽 分 化 確 認 後，8 月 5 日 か ら液肥 に よ

る 追肥 を 開 始 した．追 肥 は 1 日お き に 行 い ，1 回 の 追 肥 量

は 株 当 た り窒 素成 分 で 5mg と し，か ん 水 を 兼ね て 施用 し

た ．夜冷 処 理 中 断 期 ［昌」中 の 窒 素追 目巴量 1よ，5 日 巾断「ズカミ

15mg （追肥 回数 3 回），10 日巾 断 区 が 30　mg 〔追 肥 回 数 6

回 ），第 2 同 目の 夜 冷 処 埋 中 の 窒 素 追肥 量 は，5 日 中断区が

50mg 〔追肥 回 数 ］0回 ），10日中 断 区 が 35　mg （追 肥 回 数 7

回 ）で あ っ た．以 ド，処 理 lz  表示 に つ い て は，夜 冷処 理

巾断 日 数 ・中断期間中の 追肥 量 ・第 2 回 目夜冷 処 埋 中 の 追

肥 量 の 順 に
15

日 ・15N
［

・50N2 」 の よ うに 記 載 す る （Nl，　 N2

は 中 断 中 お よ び 夜 冷処 理 中 ¢ ）窒 素追肥 量 を 示 す ）．9 月 1 日

に 夜 冷 処 理 を 終 了 し，直ち に 本 圃 〔栃木 農 試 開 発 の イ チ

ゴ 閉鎖 型 養 液 栽 培 シ ス テ A ）に 定植 し た ．対照 区 は 2004 年

6 月 250 に 本 葉 2 〜3 枚 の ラ ン ナ
ー1．

bl’
1を採苗 し ，

1　0．5　 cm
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ポ リ ポ ッ ト に 植 え 付 げ，活着後 に 他 の 8 処殫 と 同 様 錠剤

型肥 料 を 株当た り窒素成 分 で 140mg 施用 し た ．8 月 1 日か

ら 9 月 1 目 まで 夜冷 処 理 （8 時 間 日長，庫内温 度 10°C −一

定） を行 い ，頂 花 房 の 花 芽 分 化 〔二 分 期 ） を確 認 して 9 月

lH に 本 圃 （前 述 ） に 定 植 した．定 植 時 の 苗 質，花 芽 の 発

育状 況 お よび SPAD 値 の 測 定 は 実 験 1 と 同様 に 行 っ た．本

圃 定 植 後 の 栽 培 管理 は 栃 木 農 試 の 養 液 栽 培 の 慣 行 で 行 っ

た．育苗 培地 お よ び 本 圃培地 は 杉 皮粉 砕培地 を用 い た ．本

圃に お ける 生 育 お よ び 収量 の 調査 は 対照区を除き 1区 10株

の 2 区制 で 行 っ た ．対照区は 1 区 IO株 1 区制 で 行 っ た の

で，統計処理 に は加 え な か っ た，一一・
次側花房夜冷処理 有効

株率は，側枝葉数 が 6枚以 内で，か つ 11月巾旬 ま で に
．・

次

側花房が 閉花 した株 を処 理 有効株 とみ な して 算 出 した．収

量 は 7g 以 「
．
を可 販 果 と し て 2005 年 4 月末 H ま で 調査 し た ，

結　　果

実 験 1．夜 冷 処 理 中断 の 有 無 と定植 前 の追肥 打 ち切 り時期

　　　　の 影響

　定植時 の 苗質を 第 1表 に 示 し た ，株 重 お よ び ク ラ ウ ン 径

は，追肥量が 多い 5 日 前区が 大きい 傾向で あ っ た．また 中

断 口数 で み る と，株重は 0 日 区 に 比べ 8 目 区が 大ぎか っ た

が，ク ラ ウ ン 径 に は 明瞭 な差 は 認 め られ な か っ た ，葉色

（SPAD 値）は 0 日 1メ1が 高か っ た が ，追 肥 打ち 切 り時期 に よ

る 差 は 小 さ か っ た ．頂花房 の 発育状況 ぱ，中断 80 ・］S 口

前追 肥 打 ち 切 り 区が 雌ず い 形成期か ら 花器完成 期で あ った

が，それ 以 外 は い ずれ も花器 完成期で あ っ た ，未展開柴 〔い

わ ゆ る頂 花 房内生 葉） は，発育 の 遅 れ て い た 中断 8H ・15

日前追肥 打 ち 切 り区が 1枚で や や 多か っ た もの の 処理 聞に

有意差 は 見 られ な か っ た．一
方，一

次側花房 の 花芽発育 は

中断 0 日 ・15 日前追肥打ち切 り区が，が く片形成期 で 最も

進ん で お り，つ い で 0 日 ・5HM 区が 分化〜花房形成期 で

8 日 ・15 日前 区 と 8 日 ・5 日 前 区 は 肥 厚期〜分化期 で あ っ

た が ，有 意 な 差 で は な か っ た ，一・
次側枝葉数は，中 断 囗数

0 日区 お よ び 8 口区 と も，追肥 量 が 多い 5 口 前追 肥 打 ち 切

り区 で 多か っ た が 有意 な 差 で は な か っ た ．

　本圃 に お け る 生育お よ び 収量を 第 2 表に 示 し た．頂 花房

着花数 は，連続処理 し た 0 日 区で 中断 H 数 8 日 区に 比 べ て

有意に 少 なか っ た．」頁花房開花 日ぱ，夜冷処 珊 1断 期 間 を

設 けず連続処理 した 0 日区 で 早 い 傾 向 が あ っ た，追 肥 打 ち

切 り時 期 で は，定 植 直 前 まで 追肥 を した 5 目前 追 肥 打 ち 切

り区 で 早 い 傾 向 で あ っ た，一
次側 花 房 開 花 日は 5 日前 追 肥

お ち 切 り区 で早 か っ た，一次側 花 房 夜 冷 処 理 有 効 株 率 は，5

日前 追 肥 打 ち 切 り区 が 高 か っ た．頂 花 房 の 収 穫 始 期 は，4

処 埋 間 で 大 き な差 は 見 られ ず，1  月 14 日
〜17 日 で あ っ た ，

一次 側 花房 馭穫始 期 は 開 花 日 の や や 遅 か っ た 中 断 8 日 ・15

0 前追 肥 打 ち 切 り区 が U 月 23 日 とや や遅 か っ た が，処 理

間 で 大きな差 は．見 られ な か っ た 、対照区の 頂花房お よ び
一

次側花房 の 開花 日は そ れぞれ 10月 9 口お よ び 12月 4 口で，

収穫始期 ぱ 11月 9 日お よ び 翌年 の 1月 5 日で 他の 4 区 に 比

べ て 大幅に 遅れ た．

　 贋花房収量 ぱ，中断 口 数 8 日 ［）く．で 有意 に 高 くな っ た が，

追肥打 ち 切 り時期 の 影響 は 認め られ な か っ た ．また ，こ れ

ら 4 区 の 頂 花房収量 は 対照 区に 比 べ て 著 し く低 か っ た．年

内 の
一

次 側花 房収 昂 は 中断 日数 に か か わ ら ず，5 日前 に 追

肥 を打 ち 切 っ た 区 で 高 か っ た．対 照 区 で は
一

次 側花 房 か ら

は 年 内 に 収 穫 で きな か っ た．頂 花 房 と
一

次側 花 房 を 合わ せ

た 年内収量 は，中断 8 日 ・5 日前 追 肥 打 ち 切 り区 が 他 区 に

比 べ て 有意 に 多 く，対 照 の 早 出 し夜 冷 作型 に 比 べ 約 38％程

度 多 か っ た．

　頂 花 房 の 平 均 1果 重 は llg 程 度 で 4 処 理 間 に 有意差 は 認

め ら れ なか っ た が，対 照 区 と比 べ る と明 らか に 小 さか っ た ．

乱 形 果 発 生 率 は ，追 肥 打 ち切 り時 期 の 遅 い 5 日前 区 で や や

高い 傾 向が 見られ た が，有 意 な差 で は なか った．

実験 2．夜冷処理中断期間の 長 さ，中断期間中の 追 肥お よ

　　　　び第 2 回 目の夜冷処理 期間中の追肥 の 影 響

　定植時 の 苗 質 を第 3 表 に 示 した，株重 お よ び ク ラ ウ ン 径

は，追 肥 の 総 量 が 多 い 区 ほ ど大 きい 傾 向 で あ っ た．葉色 も

同様 の 傾 向 で あ っ た．頂 花 房 の 発 育状況 は 5 口 ・ON1・ON，

区，10 日
・ON ，

・35Nz 区 お よ び 10 日
・ON ，

・ON2 区が 雄 ず

い 形 成 期 〜雌ず い 形 成 期 で やや 遅 れ て い た が，それ以 外 の

処 理 区 は い ず れ も花 器 完 成 期 で あ っ た，未 展 開葉数は ，5

凵
・15Ni ・ON2 区，5Fl ・ON1 ・eN2 区，　 t　O 日 ・ON

，

。35N2

［メ：お よ び IO ト1・ON ］

・ON2 区 が それ ぞれ 2．0 枚，2．5 枚，1．8

枚 お よ び 2，8 枚 と な り，追肥 を し な か っ た 区 あ る い は 追 肥

第 1 表 夜 冷処 理 中断 の 有無 と迫 肥 打 ち 切 り時 期 が 定植 時 の 菌質 に 及 ぼす 影響
∠

（実験 D

　 　 処 埋

i噺 日数 ’
　 膣 素 mg 蜘

追肥 打 ち 切 り

追肥 量 　　 株 重 　 ク ラ ウ ン 径 　　葉 色

（9）　　　　（mm ）　　 〔SPAD 値）

頂花 房

花芽 発育

未 展 開葉数
一

次側花房
Y
　
・
次 側枝葉数

　 〔榔 　 　 　 花 芽発 育 　 　 〔枚）

0 日
・15 口前

o 日 ・s 口 前

8 日 ・15 日日ij

8 日
・5 日前

　 対　 照

05D524
，
2
△．

26．8bX32
．7ab31
．Ob38
．1a18
．9c

132ab14

．4aI2
．8bct4
，0alL3c

42．4ab44
．4a36
．Ob35
．8b35
、5b

　　花器 完成

　 　花 器完成

雌ず い 〜花 盟完 成

　 　花 器完成

分化〜が く月 形 成

0、2bO
、2bl
．ObO
、4b4
，0a

4．Oa2
．6a1
．4aL8a

3．Oa4
．（la3
，0a3
．8a

Z
データ は 5 個体 の 平均値

ン ー次 側 花房の 花芽 発育 は 未分 化 ：O，肥 厚 初 ： 1，肥 厚 ：2，分化 ： 3，
x
同
一
英文字間 に 1％ 水準で 有意差 な し （

「
hlkcy検 定）

花 房形成 ：4，が く片形 成 ：5 と し た
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の 総 量 が 少な い 区で 多か っ た，　 ・
次側花房 は 各処 理 区 と も

ボ 分 化〜肥 厚期 で 分 化 期 〔二 分 期 ）の 株 は な か っ た．5 目・

15N1・ON2 区，5 日 ・ON
［

・ON2 区 ，
10 日 ・ON

，

・35N2 区，10

0 ・ON1・ONz区 の 4処 理 区 で 未分 化 株が 認 め られ た （デー

タ 省略），なお，対 照 区 は す べ て が 未分 化で あ っ た．

　 本 圃 に お け る生 育 お よび収量 を第 4 表 に 示 した，頂花房

着花数 は，中 断 期間 の 長 い 10 日 区 で 多 い 傾向で あっ た ．頂

花 房 開 花 日 は 5 日 ・15Nl・50N2 区，5 日 ・ON
，

・50N
， 区，

お よ び 10 日 ・30N
］
・35N2 区 が 早 く，9月 16 「「〜17 日 の

期 1昌j｝こ 開花 した ．追 肥 を し なか っ た 5 口 ・ON
，

・ON2 区お よ

び 10 目 ・ONI ・ON
， 区は 閉花 が 遅れ た ．収穫始期 も同様 の

傾向で あ っ た ．な お ，追肥区は い ずれも 10月 12H 〜15 日

の 期間に 収穫開始 と な っ た が，無追肥区は 10月 22 日 とや

や 遅れた．

　
一

次側花房 の 夜冷処 理 有効株率は，夜冷 中 断 中 の 追 肥 に

よ っ て 有 意 に 上 昇 し，5 口 ・15Ni ・50Nz 区 が 60％ と最 も高

く，5 日 ・ONI ・ON2 区 お よ び 10 目
・
　ON

，
・35N2 区 は 5％程

度 と低 か っ た．夜 冷処 理 有効 株率 の 低 か った 区は，一
次側

花房 の 開 花 日が ll 月 下 旬 と遅 く，収穫始期も 12月 下甸 と

極 端 に遅 れ た．8 処 理 区 の 頂 花房収穫始 期 の 平均 日 は 10丿I
l6H で，対 照 区 の 頂 花房 収穫始 期 で あ る ll月 5 日 と比べ

19 目早 か っ た．また，一次 側花房夜冷処理 有効株率が 35％

以上 だ っ た 区で は，い ずれ も II月 ド旬 か ら収穫開 始 とな っ

た が ，対照 区 ぱ 約 1 か 月 遅 い 12月下 旬か ら の 収穫開始 と

な っ た．一
次 側 枝 葉 数 は，夜 冷処 理 中 断中 に 追 肥 を 行 っ た

区 で 少 な か っ た ．

　夜冷処 理 中断中 に 追肥 を行わ ない で 夜冷中 に 追肥 を 行 う

と頂花 房 収量 が 低 下 した ．こ れ ら 8 処理区の 頂花房収量 は

対 照 区 の そ れ に 及 ば なか っ た ．一
次側花房収量ぱ ．花芽分

化 が 促 進 され た 「X ：（
一次側花房夜冷処理 有効株率 の 高 い 区）

で 高 い 傾 向が あ っ た．一次 側 花房の 年内収量，頂 花房 と
一

次側花房を 合 わ せ た 年内 収 量 は，中断 囗数 10 日 の 場合 に は

夜冷処理 中断中に 追肥 を し な い 区 で 低 か っ た が，中断 日数

5 日 の 場 合 に は，中断 中，夜 冷 中 に 追 肥 を し な か っ た 区 の

み 低 か っ た．年 内 収 量 は 5 日 ・15Ni・50N
，
，区 と 10 日 ・30N1・

ON
， 区 が 株 当 た り 273　g で 最 も高か った，対照区 で は，一・

次側 花 房の 年 内収 量 が 著 し く低 か っ た が，頂花房収量 が多

か っ た た め
， 年 内収 量 は 夜 冷 処 理 中断 中 に 追 肥 を し なか っ

た 区 よ りは 高い か ，ほ とん ど差 が な か っ た．総収量 は 802
〜914g で，処理 に よ る差は 明 らか で な か っ た，頂 花 房 の

乱形果発生率 は，夜冷処 理 中に 追肥 を行 っ た 区 で 有 意 に 高

か っ た ．

考　 察

　イ チ ゴ の 促成栽培 の 収穫開始 時期 は ，冷 蔵 施 設 を 用 い た

暗 黒 低 温 処 琿 や 夜冷短 日処 理 な ど の 育苗技術の 開 発 普 及 に

よ り，Il月 卜巾旬 ま で 前進化 し て い る，こ れ らの 花成 促進

技術 を用 い れ ば，収穫開始時期を さ らに 前進化す る こ とは

十 分 可 能 であ り，実際 に 促成栽培 の 前進化 の 限界 に つ い て t
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第 3 表 夜冷 処埋 中 断 目数，中断 中 の 追 肥 お よ び 2 回 目夜 冷処 理 中 の 追 肥が 定植 侍 の 菌質 に 及 ぼす 影響
！

〔実験 2）

　 　 　 　 処 理

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 追肥 暈
中 断 日数 ’中断 中の 追 肥 ’

（窒素 mg 〆株 ）

　 　 夜 冷 中の 追 肥

株 重　 　 ク ラ ウ ン 径　 　 葉 色

（9）　　　　 （mm ）　　 （SPAD 　f直）

頂花 房

花 芽発 育

米展 開 葉数 　 　一次 側花 房 ｝

　 （枚 ）　 　 　 花芽発 育

5 日 ・15N1 ・50N
’
2

5 日 ・15N1・ON2
5 日 ・ON1 ・50N2

5 日 ・ONl・ON2

10 口
・30N1 曾35Ni

lO 日 ・30NI ・ON
Σ

10 凵
・ON1・35N2

10 日 ・ON 　1
・ON2

対照

55005050
1015

　

6
つ
」

，
，

30．2aXl7
．］bc25
．8abl3
．7030
．9a29
．9a19
．7bl3
．9じ

11．Oc

13．Oa1
］．5bl3
．2all
．6b12
．6abl2
．8ab12
，4ablO
、6c9
，9C

42，0a　 　 　 　 花 器完 成

39，0ab　　　 花 器 完 成
43、2a　 　 　 　 花 器完 成

31．9b　　 雄ずい 〜雌ず い

4L4a　 　 　 　 花 器 完成

37．9ab 　　　 花 器完成

41．Oa　　　　 雌ず い

27．8b　　　　雄
一
ず
“’
L ・〜此佳

一gミし、

31．Ob　　 分化〜が く片 形 成

1．Od2
．Obc1
．Od2
．5bcO
．6d1
，0dl
．8c2
．8b3
，8a

1、OaO
．3bLOaO

．4al
．4al
．OaO
．8aO
．4aO

！
デ ータ は 5 個 体 の 平均 値

y −・次側花 房 の 花芽 発 育 は 未分化 ；0，肥 厚初 ； 1，肥 厚 ；2，
x

同
一

英文 字 間 に 1％水 準 で 有意 差 な し　〔Tukey 検定 ：．
分化 ：3 と した

収量お よ び 果実品質の 両面か ら 検討が な さ れ て い る．植木

ら 〔1993）は
一

次側花房 の 連続収穫 の 観点 か ら 10月 卜
．
旬を

早出 し限界 と し ， 小林 ・小林 （1996） は 極端な前進化 が 果

実 肥 大 を 抑 制 し，糖 度や ビ タ ミ ン C の 低 下 を招 くこ と か ら，

前進 限 界 を 10月 中旬 頃 と して い る．こ れ ら の 報 告は，年内

収 量 と果 実 品 質 の 低
．
下が，前 進 化 の 限 界 を 規 定 す る 主 要 因

で あ る こ とを 示 し て い る，

　そ こ で 木 研 究 で は ，作 型 前進 化 の 妨 げ と な っ て い る 要因

の 一
つ で あ る

一次 側 花 房 の 収 穫 遅 れ を 回 避 し，年 内 収 鼠：の

向上 を 口∫能 とす る 育苒方法 に つ い て 検討 し た ，

　前進化作型 で は 初期収量 の 確保が 極め て 重要で あ り，そ

の た め に ぱ 頂花房着花数 を 多 くす る 必要 が あ る 〔家中 ・

稲葉，2005），実験 1 で は 夜冷処〕里中断期間を 00 お よ び

8 日 と し，実験 2 で は 5H お よ び 10 日 と し た，そ の 結果，

処 埋 1−i−1断期間を 0 ま た は 5 口 か ら 8 ま た は 10 日 に 延 ばす と

頂花房着花数 ぱ 有意 に 増加 し，対 照 区 と同 等 に な る こ とが

明 らか とな り，頂 花 房 着 花 数 の 増加 に 夜 冷 中 断処 埋 が 有 効

で あ る こ とが示 され た．　 ・方，頂 花 房 着 花 数 に 対 し て ，夜

冷処 理中の 追肥方法 お よ び 追肥量 の 影響 は あ ま り認め られ

な か った ，前川 ・峰岸 （1991） は，夜冷処 理 中 の 窒 素 供 給

量の 差が 頂花房着花数に 及 ぼ す影響 は 小さ い こ とを報 告 し

て お り，本試験で も同 様の 結果 とな っ た．

　
‘
とち お とめ

’
で は 頂花房分化 時点 の 茎 頂 に ぽ通 常 4 〜5

枚 の 木展開 葉 が あ り，実験 1，実験 2 で も頂 花 房分 化 時 の

未展 開 葉は 4 枚 前 後 で あ っ た （データ 省 略 ）．実験 1 で ぱ，

定 植 時 の 未 展 開 葉 は 0．2 〜LO 枚 ま で 減 少 し，対照 区 を 除 き

処 理 間 に 有 意 な差 は 見 られ なか っ た．こ の こ とか ら，夜 冷

中 断 処 理 は ，葉 の 展 開 速 度 に あ ま り影 響 を 及 ぼ さ な い と 考

え られ た，実 験 2 で は ，夜 冷 処 理 中 断 中 と 夜 冷処 理 中の 追

肥 量 の 総 量 が 少 ない 区 で 未 展 開 葉数が 多か っ た が ，こ れ は

栄 養不 足 に よ り葉の 展 開 速度が 遅 くな っ た た め と考え られ

る．定植時 の 未展 開葉が 多か っ た 区は，い ずれも開花 日お

よ び収穫始期が 遅か っ た．従 っ て ，夜冷処理 中断中 と夜冷

処 理 中の 追肥 は ，頂花房 の 発育促進 と収穫始期 の 前進化 に

有効 で あ る と考 え られ た．

　 10月 ど り作型 を 安定化す る た め に は，頂 花房着花数 を 増

や す こ とで 初期 収量 の 確保を 図 る と と もに ，　 ・
次 側花 房を

連 続 的 に 分 化 さ せ な くて は な らな い ．実験 1 で は
一

次 側花

房 夜 冷 処 理 有 効 株率 が 63〜93％ と高 か t
） た が，実 験 2 で

は 60％ が 最 高 で ，無迫 肥 あ る い は 追肥 量 の 少 な い 区 で は 5
〜21％ の 株で し か 促進 され な か っ た．頂 花房 の 花 芽分 化 促

進 を 目的 に し た 夜冷 育 萬 で ぽ ，苗 の 窒 素 濃 度 を
一

定 レ ベ ル

で 維 持 した 方 が 花 芽 分 化 が 安 定 し，果 実 生 産 が 高 ま る が

（川 上 ら，1990 ；前川 ・
峰岸，1991 ） ，本 実験 の 結果 は，一

次 側花房 の 花芽分化に とって も株栄 養条件が 極 め て 重 要で

あ る こ と Pt し て い る．つ ま り，夜冷処 理 llr 断 11r の 追 肥 は 頂

花房 の 発 育促 進 だ げで な く，　
・
次 側花 房の 花 成 促進に 対 し

て も有効 で あ る こ とが 明 らか と な っ た，なお，実験 1 で
一

次 側 花 房 の 夜 冷 処 埋 有 効 株 率 が 高 く，実験 2 で 低 か っ た 原

因 は，株栄 養条件 以 外 に 本圃 定植時点 で の 花芽発育状態 の

差 が 影 響 し て い た 可 能 性 が 考 え られ る．熊 倉 ・宍 戸 〔1993 ）

ぽ 暗 黒 低 温 処 埋 した 苗 で，処 理 後 の 高温 が 暗黒 低 温 処 理 に

よ る頂花 房 の 花 芽 誘 導効 果 を 消 去 す る こ と を 報告 し て い

る，木 実験 の 場 合，実験 】 で は
』
次 腋芽茎 頂 （成長点） の

完 全 な 肥 厚 状 態 を 確認 して か ら本圃 に 定植 した の に 対 し，

実 験 2 で は 各 処 理 区 と も分 化 期 〔二 分 期） 以 前 の 未分 化か

ら肥 厚 初 期 段 階で 本 圃 に 定植 した，従 っ て，実験 2 で は栄

養成 長 か ら生殖成長 へ の 成長相 の 転換 が 不十分 で あ っ た た

め ，Battey ・Lyndon （1990 ）の 言 う Floral　rcversion が起 こ っ

た ・∫能性 が あ る．花芽 の 剥皮調査 で 成長 点 の 肥 厚 が 確認 で

きた 苗は ，そ の 後 に 高 温 ・長 日 ・高栄養状態 に 置か れ て も

花成 が 中断さ れ る こ と な く花芽発育 が 順 調に 進 む こ と が経

験的に 知 ら れ て い る．し か し，花穿分化に 必 要 な ト分 な低

温短 日条件を 与え られた 肥厚期直前の 成長点 が，そ の 後 の

高温 ・長 凵 ・高栄養条件に 対 して どの よ うに 反応 す る か は

ほ とん ど明らか に され て お ら ず，品種問差を 含め て 今後 の

詳細な検討が 必要で あ る．
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榔
寸

靺

　 収 量 に 及 ぼ す 影 響 を み る と，実験 1 で は，夜冷処 理 中 断

期 間 を設 けた 区 で 頂 花 房着花 数が 増加 し，頂 花 房 収 量 も増

加 した．また，中 断 期 問 を設 けた 区 で は 追肥 打 ち 切 り時期

を 遅 らせ る 〔追肥 量 を増 や す） こ と で・・次側 花 房 の 花 芽 分

化が 促進 され，年内 の 一次側 花房収量 も多 くな っ た．実験

2 で 夜冷処理 中断期間の 長 さ を検討 し た と こ ろ．5 日に 比 べ

10H の 処 埋 中断が頂花房着花数 の 増加 に よ り効果的で あ る

こ と が 示 さ れ た．頂花房着花数 が 多い 区で 頂花房収量 も高

くな る 傾向が．見 られ た が ，中断期間中に 追 肥 を 行わ ず に 2

回 日 の 夜冷 処 理 中に 追 肥 を 行 うと 収 量 が 低 ドし た こ と か

ら，頂花房収量に は 夜冷処理中断中 の 追肥 の 効果 も大 きい

こ とが 示唆 され た．迫肥 を 行わ なか っ た 5 日 ・ONr ・ON
， ［メ：

お よ び 10 目 ・ON
，

・ON2 区の 頂花房収量が 高 か っ た の は，

頂花房着花数 に 大 きな差が な か っ た こ と，収穫開始時期 が

他 の 処 理 区 に 比 べ て 7〜10 日遅 か っ た こ とな どか ら判 断 し

て ，収穫 時期 が遅 れ た 分，果 実 肥 大 が 促進 され た た め と推

察 され．る．一方．一次 側 花 房 で は 夜 冷 処 理 中断 期 間 中 に 追

肥 を 行わ な い と年内収 暈が 顕 著 に 低
．
ドした ．こ れ は

一
次側

花房 の 花芽 分化 が 促進 され ず，収穫開始 時期 が 人幅 に 遅れ

た こ とに よ る と考え られ る．

　 以 上 の 結果か ら，夜冷庫 を利用 し て 頂花房 お よ び一
次側

花房 の 花成 誘導 を連続 し て 行 う夜冷育苗 に お い て は，頂花

房着花数 を 確保す るた め 頂花房分化後 に 8 日〜10 日の 夜 冷

処 理 中断期 間 を設 け る必 要が あ る こ と，ま た 頂花房分化後

の 苗 に 対 し て 継 続 的 な追 肥 を行 う こ とで，頂花房 の 発育促

進 と一次 側 花 房 の 花 芽 分 化 促 進 が 図 れ る こ と が 明 ら か と

な っ た ．た だ し，定 舶直前 まで 追 肥 を 有 っ た 場合，頂花切

の 乱 形 果 発生 率が 高 くな る の で ，最終追 肥 時期や 適正 な追

肥 量 に つ い て 更 に 検 討 が 必 要 と考え られ た ．

　作型 前 進化 に 伴 う果実品 質 へ の 悪影響 と し て，果実肥大

が 抑 制 され 小 玉 化 す る こ とが 指摘 され て お り 〔小林 ・小林，

1996；植 木 ら，1993），本 試 験 で も同様 の 結果 と な っ た ．野

卩 ・凵」川 （1988） は，平 均 1 果重 の 大 小 に ぱ 成熟期間 の 平均

気 温 の 影 響 が 大 ぎい こ とを明 らか に し て い る．従って，果実

肥 大期 が 高 温 期 とな る 10月 ど り作型 で は，果実 肥 大 を 促進

させ るた め の 何 らか の 高温 抑制 対策が 必 要 と考 え られ る．

　近年 イ チ ゴ の 周 年生 産を 視 野 に 入 れ，高温抑制対策 が 容

易な 高軒高 ハ ウ ス が イ チ ゴ 栽 培 に も導 入 され つ つ あ る．厳

寒期の 生産を主 に した こ れ ま で の 促成 栽培 で ぱ考 え られ な

い こ とで あ るが，作型前進化 と収穫終 了時期 の 延 艮 に よる

イ チ ゴ 栽培期間の 長期化 を想定 した と き，高軒 高 ハ ウ ス は

栽培環境的に 多 くの 優位性 を 備え て お り，同 ハ ウ ス の 普及

が 進 む こ と に よ り本 研究 の 普及 の 可 能 性 が 高 くな る と考 え

られ る．

摘　　要

　夜冷短 日処理 に よ っ て 8月上 句 に 頂花房を 分化 させ た 苗

に 対 し て ，継 続 し て 夜冷処 理 を行 な う こ と で 頂花房 の 花芽

発 育 と　
・
次 側 花 房 の 花 芽 分 化 を 同時 に 促進 させ る 育苗法を
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検 討 した ．頂 花 房 分化 後に 8 日〜 五〇 日 の 夜冷処 理 中断期聞

を設ける こ とで，栄養成長が 促進 さ れ 頂花房着花数が 増加

した ．また 夜冷処理中に 追肥 を行 うこ とで
一

次側花房 の 花

芽分化 が促進 され る こ とが 明らか と な っ た．本処理 方法 で

一
次側花房 を分化 さ せ た 苗を 9 ガ 上 旬 に 定植 す る こ と に

よ っ て ，10 刀 上 中旬 か ら頂 花 房 の 収 穫 が 口∫能 とな り，
．・

次

側花 房 も頂花 房 に 引 ぎ続 ぎ連 続 的 に 収 穫 で き る こ とか ら 年

内収 量 が 大幅 に 増 加す る こ とが 明 ら か とな っ た ．
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